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3
月
24
日
、
多
摩
西
部
支
部
は

新
会
館
竣
工
祝
賀
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
午
前
は
分
会
四
役
、
支
部

名
誉
役
員
を
対
象
に
し
た
祝
賀
会

第
1
部
で
、
73
人
の
参
加
で
新
会

館
の
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。
午
後

は
第
2
部
と
し
て
、
東
京
土
建
本

・
支
部
、
政
党
、
協
力
団
体
、
地

域
か
ら
の
来
賓
（
合
計
64
人
）
を

招
い
て
行
な
い
ま
し
た
。

第
2
部
で
支
部
を
代
表
し
て
檜

山
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
「
旧

会
館
に
は
耐
震
上
問
題
が
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
安
全
が
確
保
で
き

な
い
と
、
鶴
岡
前
委
員
長
の
と
き

に
新
会
館
建
設
計
画
を
立
ち
上

げ
、
長
い
道
の
り
で
し
た
が
、
新

会
館
が
建
ち
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

が
多
摩
西
部
支
部
の
新
た
な
ス
タ

ー
ト
で
す
」
と
運
動
前
進
へ
の
決

意
を
表
明
し

ま
し
た
。

東
京
土
建

の
来
賓
を
代

表
し
て
本
部

の
松
丸
委
員

長
が
、
「
新

し
い
砦
と
し

て
、
組
合
員

に
寄
り
添

い
、
大
き
く

運
動
を
発
展

さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
期
待

を
述
べ
ま
し

た
。ま

た
他
の

来
賓
か
ら
は
公
契
約
条
例
制
定
や

建
設
国
保
補
助
獲
得
な
ど
へ
協
力

し
て
い
く
と
い
っ
た
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

な
お
感
謝
状
が
設
計
管
理
の
片

山
正
樹
建
築
計
画
事
務
所
と
、
施

工
に
あ
た
っ
た
中
島
建
設
株
式
会

社
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

集
団
申
告

の
発
祥
（
1

9
6
5
年
）

の
地
、
荒
川

で
は
3
月
13

日
、
区
役
所

前
に
あ
る
荒

川
公
園
で
約

1
0
0
人
が

集
ま
り
、
重

税
反
対
統
一

行
動
の
集
会

を
開
催
し
ま

し
た
。

主
催
者
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
東
京
土
建
荒
川

支
部
の
津
田
宗
久
委
員
長
は「
今
、

一
番
の
景
気
対
策
は
消
費
税
10
％

増
税
を
中
止
す
る
こ
と
で
す
。
暮

ら
し
と
財
政
を
立
て
直
し
、
国
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
求

め
、
力
を
合
わ
せ
て
諸
行
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
し
た
各
団
体
か

ら
の
決
意
表
明
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

採
択
を
し
て
集
会
を
終
了
。
参
加

者
は
「
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
は

中
止
せ

よ
」
「
イ

ン
ボ
イ
ス

制
導
入
す

る
な
」
な

ど
と
コ
ー

ル
を
連
呼

し
、
荒
川

税
務
署
ま

で
パ
レ
ー

ド
し
ま
し

た
。行

動
に

参
加
し
た

磯
部
正
三

さ
ん
は

「
稼
い
だ
も
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
が
買
物
す
る
こ
と
ま
で
課
税
す

る
消
費
税
は
天
下
の
悪
税
で
廃
止

し
か
な
い
。
今
の
政
治
は
安
倍
さ

ん
一
人
舞
台
み
た
い
だ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
30
歳
の
頃

か
ら
約
50
年
、
集
団
申
告
を
し
て

い
る
と
い
う
建
具
職
の
仲
間
も
参

加
す
る
荒
川
の
伝
統
の
あ
る
重
税

反
対
統
一
行
動
で
し
た
。

3
月
13
日
に
日
野
市
浅
川
ス
ポ

ー
ツ
広
場
で
、
東
京
土
建
日
野
支

部
お
よ
び
多
摩
・
稲
城
支
部
、
南

多
摩
民
主
商
工
会
で
構
成
す
る
税

制
民
主
化
南
多
摩
協
議
会
の
主
催

で
「
3
・
13
重
税
反
対
・
税
制
民

主
化
を
求
め
る
南
多
摩
総
決
起
集

会
」
を
開
催
。
1
7
0
人
（
東
京

土
建
1
4
5
人
）
の
仲
間
が
集
ま

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
佐

野
繁
雄
議
長
（
日
野
支
部
税
金
対

策
部
長
）
か
ら
、
「
景
気
回
復
の

実
感
が
な
い
ま
ま
で
の
消
費
税
増

税
を
断
固
阻
止
し
よ
う
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、

来
賓
お
よ
び
共
闘
団
体
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
「
納
税
者
の
権
利
を
守

り
、
税
務
行
政
の
民
主
化
を
求
め

る
」
集
会
決
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

集
会
参
加
の
久
嶋

梅
子
さ
ん
（
日
野
支

部
・
住
宅
設
備
）は
、

「
今
も
相
次
ぐ
値
上

げ
で
困
っ
て
い
る
の

に
消
費
税
増
税
な
ん

て
。
国
に
見
捨
て
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
寂

し
い
限
り
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者

は
公
園
周
辺
の
住
宅

街
を
デ
モ
行
進
し
た

後
、
日
野
税
務
署
ま
で
行
き
、
集

団
申
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

3
月
21
日
、
強
風
で
砂
塵
が
舞

う
中
、
代
々
木
公
園
で
「
3
・
21

さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
」
が

行
な
わ
れ
、
1
万
人
（
東
京
土
建

は
2
1
6
人
）
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
ル
ポ
ラ
イ

タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
は
「
原
発
は

論
理
的
に
も
、
倫
理
的
に
も
破
綻

（
は
た
ん
）
し
て
い
る
。
原
発
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
も
な
い
。
自
分
た

ち
が
も
う
か
れ
ば
人
が
死
ん
で
も

構
わ
な
い
と
い
う
モ
ラ
ル
を
欠
い

た
思
想
で
や
っ
て
い
る
の
を
支
え

て
い
る
の
が
安
倍
政
権
。
40
年
た

っ
て
い
る
東
海
第
2
原
発
の
再
稼

働
を
す
る
。
原
発
再
稼
働
を
す
る

な
と
い
う
声
を
自
分
の
住
ん
で
い

る
自
治
体
で
も
あ
げ
よ
う
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。

福
島
原
発
告
訴
団
、
東
海
第
2

原
発
再
稼
動
反
対
の
地
元
村
議
、

反
核
1
万
人
署
名
に
取
り
組
む
高

校
生
、
労
組
の
枠
を
超
え
て
若
者

で
行
動
し
た
「
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
の
脱
原
発
を
め
ざ
す
活

動
を
発
言
。集
会
終
了
後
は
渋
谷
、

原
宿
の
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
福
地
孝
志
さ

ん
（
板
橋
）
は
「
脱
原
発
の
集
会

に
は
何
度
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
集
会
発
言
者
の
言
う
こ
と
は

そ
の
と
お
り
。
す
べ
て
の
原
発
の

廃
炉
に
向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

3
月
14
日
午
後
4
時
半
か
ら
約

1
時
間
、
立
川
駅
頭
に
て
東
京
土

建
も
参
加
す
る
三
多
摩
国
民
春
闘

共
闘
会
議
主
催
で
「
憲
法
改
悪
阻

止
、
国
民
投
票
勝
利
、
3
0
0
0

万
人
署
名
」
「
消
費
税
増
税
ス
ト

ッ
プ
署
名
」
「
最
低
賃
金
の
全
国

一
律
制
と
時
給
1
5
0
0
円
へ
の

引
き
上
げ
署
名
」
の
宣
伝
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
1
2
0
人
（
東
京
土

建
60
人
）は
、立
川
駅
の
北
口
と
南

口
に
分
か
れ
、
元
気
よ
く
署
名
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
な
か
で
も
最

低
賃
金
に
関
す
る
関
心
は
高
く
、

宣
伝
ボ
ー
ド
の
「
低
す
ぎ
る
ぞ
！

日
本
の
最
低
賃
金
」
「
1
5
0
0

円
は
世
界
の
常
識
だ
！
」
に
つ
い

て
、
「
日
本
だ
け
低
い
の
は
お
か

し
い
で
す
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
日
本
の

賃
金
は
世
界
的
に
は
違
法
っ
て
こ

と
で
す
か
」
と
、
長
時
間
足
を
止

め
て
賃
金
の
問
題
に
つ
い
て
話
し

込
む
若
者
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
同
日
午
後
3

時
か
ら
立
川
市
曙
1
丁
目
公
園
で

行
な
わ
れ
た
三
多
摩
統
一
ス
ト
ラ

イ
キ
集
会
に
は
1
5
0
人
が
参
加

し
、
終
了
後
、
立
川
駅
周
辺
を
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

鎮
魂
の
鐘

が
響
く
中
、

4
0
0
人
の

参
加
者
（
東

京
土
建
は
2

3
2
人
）
は

8
年
前
の
こ

の
日
を
思
い

起
こ
し
、
い

ま
だ
復
興
の

進
ま
な
い
被

災
地
の
人
々

に
思
い
を
は

せ
黙
祷
を
し

ま
し
た
。

3
月
11
日
、
東
京
地
評
、
東
京

土
建
な
ど
で
作
る
実
行
委
員
会
主

催
の
「
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原

発
事
故
か
ら
8
年

改
憲
を
許
さ

な
い
労
働
者
の
つ
ど
い
」
が
な
か

の
ゼ
ロ
小
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。記
念
講
演
は
香
山
リ
カ
さ
ん
。

精
神
科
医
の
立
場
か
ら
改
憲
勢
力

の
、
事
実
を
直
視
せ
ず
「
な
か
っ

た
こ
と
に
し
」
て
自
分
を
守
る
と

い
う
精
神
構
造
を
喝
破（
か
っ
ぱ
）

し
、
ま
た
自
ら
が
立
教
大
の
労
組

員
で
あ
る
と
断
っ
た
う
え
で
地

縁
、
血
縁
な
ど
が
失
わ
れ
た
現
代

で
は
、
労
組
の
よ
う
な
中
間
的
な

「
縁
」
が
改
憲
阻
止
の
運

動
で
は
大
切
と
話
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
白
滝
誠
東

京
地
評
副
議
長
（
東
京
土

建
書
記
長
）
が
3
千
万
署

名
推
進
な
ど
を
提
起
。

参
加
し
た
鯉
淵
勝
也
さ

ん
（
小
金
井
国
分
寺
）
は

「
香
山
さ
ん
の
講
演
は
す

ば
ら
し
か
っ
た
。
憲
法
改

悪
阻
止
の
運
動
を
強
め
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

立川駅頭で春闘宣伝

諸
運
動
発
展
を
保
障
す
る
砦

多摩西部

最賃、消費税、護憲を訴え

新
会
館
の
完
成
を
祝
う

足を止めて話し込む若者も

感謝状を贈呈する檜山委員長

多摩西部支部の新会館

地
域
か
ら
脱
原
発
を

代
々
木
公
園
に
全
国
か
ら
１
万
人

改憲許さない３．１１
香山リカさんが記念講演

集団申告発祥の地から
天下の悪税ノー

日野税務署に向け行進する参加者

値
上
げ
相
次
ぎ「
苦
し
い
」

日野

シュプレヒコールする参加者。
右端が津田委員長

増
税
と
ん
で
も
な
い

黙祷する集会参加者

荒
川

都
内
３７
カ
所
で
重
税
反
対
統
一
行
動
を
実
施

都
内
３７
カ
所
で
重
税
反
対
統
一
行
動
を
実
施


